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飯田市松尾地区は飯田市街地の南東部、天竜川河岸から段丘面までの広い範囲を占めています。川沿

いの平坦地が多く優良な耕地が広がつています。また、古来交通の要衝に位置しており、下伊那最古の

古墳といわれる代田山狐塚古墳等の埋蔵文化財をはじめ多くの文化財を残しています。これらは私たち

の地域社会や文化を形作つてきた様々な証であり、できる限り現状のままで後世に伝えることが私たち

の責務でしよう。けれども、同時に私たちはよりよい社会や生活を求めていく権利を持つています。で

すから、日常生活の様々な場面で文化財の保護と開発という相容れない事態に直面することが多くなっ

ています。こうした場合、発掘調査を実施して記録にとどめることもやむを得ないものといえましょう。

松尾水城地区は、老朽化した地区の集会施設を新築することを計画しました。地域コミュニテイー施

設の果たす役割を考慮すれば、必要な事業といえます。しかし、当該事業地には水城遺跡が所在 し、工

事実施によって壊されてしまうおそれがでてきました。そこで、次善の策ではありますが、工事実施に

先立って緊急発掘調査を実施して、記録保存を図ることになりました。

調査成果は本文で述べられているとおりでありますが、調査で得られました様々な知見は、これから

の地域の歴史を知っていく上で貴重な資料となると確信しています。

最後になりましたが、調査に当たって多大なご理解とご協力をいただいた地元水城地区と隣接地の

方々、現地作業及び整理作業に従事された作業協力員の皆さんほか関係各位に深 く感謝を申し上げます

とともに、ここに発掘調査報告書が干J行できますことに対して厚 くお礼申し上げます。

平成H年 3月

飯田市教育委員会

教育長 小 林 恭之助



例  言

1.本書は飯田市が実施した松尾水城地区コミュニティー消防センター建設に先立って実施された、飯

田市松尾「水城遺跡」の緊急発掘調査報告書である。

2.調査は、飯田市教育委員会の直営事業として実施した。

3。 調査は、平成 9年度に現場作業、平成10年度に整理作業及び報告書作成作業を行った。

4.調査実施に当たり、基準点測量 。写真測量 。空中写真撮影を株式会社ジャステックに委託した。

5。 発掘作業・整理作業に当たり、MSJを 一貫して用いた。なお、今次調査区の中心地番である3575

を略号に続けて付 した。

6。 本報告書の記載順は竪穴住居址を優先した。遺構図は本文とあわせ挿図とし、遺物及び写真図版は

本文末に一括した。

7.土層の色調については、『新版標準土色帖』の表示に基づいて示した。

8。 本書に関わる図面の整理は、調査員・整理作業員の協力により福澤好晃が行った。

10.本書の執筆と編集は調査員の協議により福澤好晃が行った。

H。 本書の遺構図にの中に記 した数字は、検出面・床面からそれぞれの穴の深さ (単位cm)を 表 してい

る。

12.本書に関連 した出土遺物及び図面写真類は飯田市教育委員会が管理 し、飯田市考古資料館に保管 し

ている。
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過

1.調査に至るまでの経過

平成 9年 3月 1日 付、飯総交防発第345号にて、飯田市長 田中秀典より飯田市松尾水城地区コミュニテ

イー消防センター建設に係る埋蔵文化財発掘調査について、文化財保護法第57条 により通知が提出され

た。当該地は埋蔵文化財包蔵地水城遺跡の一画に位置し、弥生時代から中世の集落および隣接する水佐

代獅子塚古墳周溝の存在が予想される地である。

そこで、双方協議の結果、発掘調査をおこなって記録保存の措置を講ずることとした。

2.調査の経過

関係者による諸協議を受けて、平成 9年 6月 4日 に現地での発掘調査に着手した。

まず、重機により表土剥ぎ作業をおこない、基準点設置作業を実施 した後、作業員による遺構検出作

業を開始 した。そして、竪穴住居址 。溝等を検出し、掘 り下げて精査 し、写真撮影をおこない、空中写

真撮影を (株)ジ ヤステツクに委託して作業をおこなった。

遺構については、測量作業を順次おこない、平成 9年 8月 H日 現地での作業を終了した。

その後、飯田市考古資料館において現地で記録された図面 。写真類の整理作業、出土遺物の水洗・接

合・復元作業、実測・写真撮影作業、遺構図の作成 。トレース、版組み等を行ない、報告書作成作業に

あたつた。

3.調査組織

調査担当者  福澤好晃

調査員    佐々木嘉和 吉川 豊 山下誠一 馬場保之 吉川金利 伊藤尚志 下平博行

現場作業員  新井幸子 伊東裕子 木下貞子 木下義男 木下力弥 佐々木阜 田中博人

竹本常子 中平隆雄 仲村 信 中山敏子 原田四郎八 牧内 修

整理作業員  新井ゆり子 池田幸子 金井照子 金子祐子 唐沢古千代 木下早苗 木下玲子

小池千津子 小平晴美 小平まなみ 小林千枝 小林理恵 斉藤徳子 佐々木真奈美

佐々木美千枝 佐藤知代子 関島真由美 高木純子 高橋恭子 田中 薫

筒井千恵子 中沢温子 中田 恵 中平けい子 林勢紀子 林ひとみ 原 昭子

平栗陽子 福澤育子 福澤幸子 牧内喜久子 牧内八代 松島直美 松本恭子

三浦厚子 宮内真理子 森藤美和子 森山律子 吉川悦子 吉川紀美子

丁
上
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事務局

飯田市教育委員会博物館課

小畑伊之助 (博物館課長)

小林 正春 (博物館課 埋蔵文化財係長)

吉川  豊 ( ク

山下 誠一 ( ク

馬場 保之 ( ク

吉川 金利 ( ク

福澤 好晃 ( ク
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Ⅱ 遺 跡 の 環 境

1.自 然環境

飯田市松尾地区は、飯田市街地の南西約 2～ 5bに位置し、飯田市全域のほぼ中央部にあたる。

東は天竜川を挟み下久堅地区に、北は飯田松川で上郷地区と境を接する。南は毛賀沢川を挟んで竜丘

地区となり、西は河岸段丘上で鼎地区と接する。

伊那谷の基本的な地形は、天竜川の流れに沿つたほぼ南北方向への断層段丘地形を特徴としている。

松尾地区は、この天竜川が東端を南流 し、その氾濫源を含め 5～ 6の段丘面で形成されている。それ

らは、高位と低位とに大別でき、その境は鳩が峯八幡宮を中心とした段丘崖である。この段丘崖も小河

川によりいくつかにわかれ、それぞれに名前が付けられている。北より上の城・茶柄山 。妙見山・八幡

原・代田山・御射山原 。松尾城跡と南へつながっている。

高位段丘の標高は、480m前後で、ローム層に覆われた台地である。低位の段丘は、前述の段丘崖下か

ら天竜川までの間の松尾地区の大半である。この中に5～ 6面の小段丘があり、それぞれ 2～ 5mの比

高差がある。標高は380～ 430m程度である。それぞれの段丘面の広さは一様ではないが、いずれも南北方

向の段丘崖が確認でき、段丘崖直下には湿地が確認できる場合が多い。しかし、大段丘崖からの小河川

により、小扇状地が形成されている場合があり、その部分では段丘崖の把握は困難となっている。また、

これらの河川や段丘崖の湧き水により、低位段丘は全体に水利は良い。

気候面でみれば、伊那谷は比較的温和であり、松尾地区は飯田市の中でもさらに温暖である。平均気

温は13℃ に近く、降水量も年間1,60mm程度である。低位段丘は、後ろに段丘崖を背負つているため、冬

の北風から守られる格好になっていることも温暖な要因の一つにあげられる。

水城遺跡は、低位段丘の中段に位置しており、段丘崖に平行 して南北に細長 く伸びている。段丘縁か

ら連続する微高地と、上位段丘崖下に広がる湿地よりなっている。
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2.歴史環境

松尾地区の遺跡を概観すると、天竜川氾濫源及び段丘崖を除いてほぼ全面的に包蔵地であり、古墳の

多い事は特筆され、前方後方墳 1基 。前方後円墳 8基と円墳60余基を数える。また、八幡町の旧道際で

会所新築に伴う調査で現在の家並の下より石室の一部を検出し、記録の無いまま消滅した古墳が多数存

在したことも推測できる。

松尾地区での遺跡発掘調査としては、学術調査により寺所遺跡の一部が昭和43年 1月 と昭和46年 3月

に、昭和46年 国の補助事業として妙前大塚 (3号 )古墳が調査されたのが端緒とし、その後は事業実施

に伴う緊急発掘調査が増加 している。それは、工場新築に伴う南ノ原遺跡・毛賀御射山遺跡、天竜川護

岸工事と国道152号取付及び雇用促進住宅建設による清水遺跡、松尾地区公民館建設に先立つ松尾城遺跡、

中学校プール建設が原因の田圃遺跡などが調査報告されている。これら、調査された遺跡はそれぞれ重

要な遺構 。遺物が発見されており、当地方の歴史解明に大きな意味を持つものが多い。

昭和49・ 50年、平成 2年の清水遺跡、平成元年に行われた城遺跡の調査により、弥生時代後期及び古

墳時代前期の集落址が発見され、かなり大規模に、かつ安定した生活が営まれていたと判断される。

妙前大塚古墳からは、県宝に指定された「眉庇付冑」が出土 し、当地域最も古い古墳の一つとされる。

南ノ原遺跡では、中世小笠原氏の重臣居館址と見られる屋敷跡・堀 。柵列が調査され、完形の茶臼 。天

目茶碗等が出土している。

毛賀御射山遺跡からは、平安時代の布目瓦の出土があり、古代寺院の存在が確認できる。

以上が、発掘調査で確認された歴史であるが、中世に入ると諸記録等残つている。

鳩ヶ峯八幡宮の神像銘には、建仁 3年 (1203)よ り造率立をはじめたとあり、重要文化財になっている。

南ノ原の南端部に築かれた松尾城は、北条氏滅亡後信濃守護職となった小笠原氏の居城で毛賀沢川を隔

てた鈴岡城との親族間の確執は史実に明らかである。

歴史的に松尾地区を概観 したが、平坦で肥沃な地であり、原始より古代、そして現代まで大いに栄え

た地ということができる。

そのような歴史環境の中で、本遺跡は水佐代一号墳に象徴されるように、古墳時代以降松尾地区にお

ける大規模な集落の存在が予想されている地である。
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Ⅲ 調 査 結 果

1。 調査の方法 と概要

用地内を対象として調査区を設定し、既存建物解体後に調査することとなった。

測量用の基準杭設置は、飯田市埋蔵文化財基準メッシュ図に基づいて、(株)ジ ャステックに委託して

実施した。なお、基準メッシュ図の区画については『三尋石遺跡 三尋石 (Ⅱ )遺跡』 (飯田市教育委員

会1996)に 詳 しく記述されているので、そちらを参照していただきたい。本調査地の区画は挿図 3にて

示すとおりLC85 12-34で ある。

今次調査で検出された遺構は以下のとおりである。

墳 丘 墓

竪穴住居址 ………。9軒

竪穴状遺構 ………。1基

溝   址 …・・・・・・1条

土   坑 …・・・・・・5基

2。 遺構 と遺物

1)古墳時代

(1)墳丘墓

①SM01

調査区の北西側で、AC-41か らAJ-47にかけて南東側の溝の一部18.3mを 検出する。北東 。北西 。南

西側は、用地外で調査できないため主体部は不明である。規模 。主軸方向とも不明で、方形の墳丘墓と

考えられる。溝の幅は2.4～ 3.6m、 深さ58～ H9cmを 測り、緩やかに立ち上がる。

周溝内には、約10～ 45cmの石が周溝内全体に多量に確認される。この石は本来の位置に残つているも

のではなく、周溝の埋没過程で、墳丘から周溝にかけて貼られた石が転落したものと考えられる。

また周溝は、AI-46付近で深さ10～ 20cmと 急に浅くなっており、入り口等何らかの施設であつた可能

性がある。

遺物は、5世紀中頃に比定される高杯、5世紀後半から6世紀前半の蓋杯があり、その他時期の判断

できない甑 。高台杯片が出土する。また資料提示できなかったが、内面黒色土器の杯片が20点程出土す

る。

高杯・蓋杯は第 3層 より出土 してお り、このことより本墳丘墓は古墳時代中期の築造 と判断され、そ

れ以降の遺物は、埋没時の混入遺物 と考えられる。
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9               4m

Ｏ
Ｎ
．Φ
Ｏ
ヾ
ｍ

Aaos.zo

1 暗褐色土(10YR 3/3)
2 黒褐色土(10YR 2/2)
3 褐灰砂土(10YR 4/1)

I 表土
Ⅱ 灰色土 (1日 田んぼの土)

Ⅲ 掲色砂質土(10YR 4/6)
Ⅳ 暗褐砂質土(10YR 3/3)
V 黒褐砂質土(10YR 2/3)
Ⅵ にぶい黄褐砂質土(10YR 4/3)
Ⅶ 褐色砂質土(10YR 4/6)

第 5図  SM01
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2)平安時代

(1)竪穴住居址

① SB01
ヽ

ミ

0        2m

第 6図  SB01

表 l SB01

遺構 番 号 S B01 検 出位 置 I AG01

規 模 (288)× (248)× 一cm l長 軸 1 不 明 1 平面形 1 不 明

検 出状 況 貼床のみ検出する

重 複 関係 周囲は既存建物配管工事により壊されており他の遺構との重複関係不明

壁 削平され確認できない

床 貼床がされ全体が硬い

柱 穴 Pl～ P4が確認されるが主柱穴は不明

カ マ ド 確認 されず

付 属 施 設 不 明

」退 物 土師器長胴甕 。甕 。内面黒色の杯

そ の 他
削平 。攪乱により床面のみ検出され調査区外へ広がる住居址

時代 9世紀後半と判断される

時期は出土遺物より平安

-11-



② SB09

Ａ
一

ユ

ol

Aaos.so

Ｂ
一

Ｂ
一

炭混黒掲色土(10YR 2/3)

焼土

暗掲色土(10YR 3/3)

黒褐色土(10YR 2/2)

焼土混暗褐色土(10YR 3/3)

炭混黒褐色土(10YR 3/2)

褐色土(10YR 4/4)

炭混暗褐色土(10YR 3/3)
にぶい黄褐砂質土(10YR 4/3)

黄色砂土

0

第 7図  SB09

SB09
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遺 構 番 号 S B09 検 出位 置 I A E45

規 模 386× 356× 58cm    l長  軸 I N62° WI平 面形 1不整形

検 出 状 況 埋土が明確に異なり検出

重 複 関係 S M01を切る S B04。 S K05に切られる

壁 軟弱でやや緩やかに立ち上がる

床 軟弱で砂質土の地山を床とする

柱 穴 不 明

カ マ  ド
1基が確認され袖は石組で構築される 煙道は不明 支脚はなく抜き取 り痕も不明

天丼石はなく遺物が上部より投棄されたと思われる状態で甕が出土する

付 属 施 設 不 明

遺 物 土師器長胴甕・甕 。杯・内面黒色の杯 須恵器甕・杯 。蓋・鉢 灰釉陶器平瓶・皿

そ の 他
遺物は破片での出土が多数あり接合するものが多い 出土遺物より平安時代 9世紀後半

から9世紀末に比定される

表 2
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第 9図  SB03

遺 構 番 号 S B02 検 出位 置 I AA46

規 模 (328)× (268)× 一cm l長  軸 1 不 明 1平面形 1不 明

検 出状 況 床面のみ検出する

重 複 関係 周囲が既存建物の基礎工事に
｀
より壊される 他の遺構との重複関係不明

壁 削平され確認できない

床 貼床がされ全体が硬い

柱 穴 pitは 確認されるが主柱穴は不明

カ マ ド 確認 されず

付 属 施 設 不明

甕退 物 な し

そ の 他
四方とも削平 ‐攪乱により切られる 貼床より平安時代 9世紀後半に比定される甕が出

土するが 1点のみであり住居址の時期等詳細は不明である

遺 構 番 号 S B03 検 出 位 置 I AD48

規 模 (479)× (304)× 一cm l長  軸 1不 明 1平面形 1不 明

検 出状 況 床面のみ検出する

重 複 関係 S K01に切 られる

壁 削平され確認できない

床 貼床がされ全体が硬い 部分的に焼土がある

柱 穴 不 明

カ マ ド 確認 されず

付 属 施 設 不明

遺 物 な し

そ の 他
削平により床面のみ検出される わずかに焼土が確認されるものの粘土等はなくカマ ド

の痕跡も確認できない 遺物は出土せず時期等詳細は不明である

表 3 SB02

表 4 SB03

--13-―



③ SB04
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第10図  SB04

―

遺 構 番 号 S B04 検 出位 置 I AD44

規 模 (612)× (508)× 一cm l長  軸 1 不 明 1平面形 1不 明

検 出状 況 貼床のみ検出

重 複 関係 S B09を切る

壁 削平され確認できない

床 貼床がされ全体が硬い 部分的に焼土がある

柱 穴 確認されず

カ マ ド 確認されず

付 属 施 設 不明

遺 物 な し

そ の 他 S B09が平安時代 9世紀後半に比定されることより該期以降と判断されるが詳細は不明

表 5 SB04
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④ SB05

A aos.oo

灰色土 (1日 田んぼの土)

粘土

暗褐色土(10YR 3/3)

褐色土(10YR 4/4) 
第 H tt SB05

0        2m

表 6 SB05

表 7 SB06
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遺 構 番 号 S B05 検 出位 置 I AG45

規 模 ―×一×一cm     l長  軸 1不 明 1平面形 1不 明

検 出状 況 カマ ドの粘土 。焼土のみ検出される

S K03に切 られ S K06・ S M01を切る

不明

不明

不明

粘土は薄 く残存 し上部は削平 される 袖石等をぬいた跡 1主確認 されない

重 複 関係

壁

床

柱 穴

カ マ ド

付 属 施 設 不明

なし

出土遺物等はなく床面の確認ができる範囲は狭い 詳細は不明

遺 物

そ の 他

⑤ SB06

遺 構 番 号 S B06 検 出位 置 I A 145

規 模 (508)× (356)cm   l長 軸 1 不 明 1平面形 1不_明

検 出状 況 床面および粘土を確認 し拡張 して検出

s M01を切る

削平され確認できない

貼床がされ全体が硬い 焼土等は確認されない

不明

粘土 。焼土が確認されるが袖石等はない 礫が粘土中に混 じる

粘土は上部が肖J平 され薄く広がるのみである。

不明

なし

出土遺物等はなく詳細は不明

重 複 関係

壁

床

柱   穴

カ マ ド

付 属 施 設

遺 物

そ の 他
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遺 構 番 号 S B07 検 出位 置 I A 148

規 模 (254)× (260)× 12cm l長 軸 1 不 明 1平面形 1 隅丸方形と推測される

検 出状 況 埋土が明確に異なり検出

重 複 関係 S D01に切 られる

壁 明確でやや緩やかに立ち上がる

床 硬い部分はない

柱 穴 主柱穴 Pl・ P2

カ マ ド 不 明

付 属 施 設 不 明

遺 物 な し

そ の 他 埋土は単層で炭等は混らない 時期等詳細は不明

遺 構 番 号 S B08 検 出位 置 I AC41

規 模 (116)× (134)× 一cm l長 軸 1 不 明 1平面形 1不 明

検 出状 況 床面 。粘土・焼土を検出する

重 複 関係 S M01を切る

壁 削平され確認できない

床 貼床され全体が硬い

柱 穴 P、 1が柱穴と思われるが主柱穴かは不明

カ マ ド
カマ ドの痕跡と思われる粘土及び焼土を確認する

焼土は厚 く推積 し床面よりやや高 くなる 焼土・粘土中から遺物は出土 しない

付 属 施 設 不 明

遺 物 な し

そ の 他 出土遺物等はなく床面の確認できる範囲は狭い 時期等詳細は不明

表 8 SB07

表 9 SB08

-17-



用地外

(2)竪穴状遺構

①SB10

(3)溝址

①SD01

405.50

第15図  SB10

表 9 SB08

2m

第16図  SD01

調査区北部AH-48で検出した。幅 190cm前後

。深さ18cmを 測り、方向はN42° Eを示す。

北側は調査区外、南側は既存建物の基礎工事に

より破壊される。このため長さは不明である。

埋土は白色砂で出土遺物はなく、時期等は不明

であるが自然流路と考えられる。

遺 構 番 号 S B10 検 出位 置 I AE42

規 模 304× (86)× 44cm   l長  軸 I N30° EI平 面形 1不整形

検 出状 況 埋土が明確に異なり検出

重 複 関係 S M01を切る

壁 明確でやや緩やかに立ち上がる

底
立
ロ ほぼ平坦で軟弱

柱 穴 不 明

付 属 施 設 不明

壼退 物 な し

そ の 他 調査区外に広がり埋土に礫等は混入しない 時期等詳細は不明である
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(4)土 坑

SK 01

405。50           ___

SK 05

SK 02  _ ＝
憔

十

SK 03

405。50            ___

SK 06

1 にぶい黄掲砂質土(10YR 5/3)

2 焼土混暗褐色土(10YR 3/3)

―

(D―

―

(0-

_    0         2m

炭混暗掲色土(10YR 3/4)

焼土混暗掲色土(10YR 3/3)

褐色土(10YR 4/4)

炭多混黒褐色土(10YR 3/2)

第17図  SK01・ 02・ 03・ 05・ 06

表 1l SK01・ 02・ 03・ 05・ 06

用地外

4o5.60           ___

No 図 No 検出位置 規模 (長軸×短軸X深)cm 形 態 時期 出土遺物 備 考

1 AC-47 96× 68× 28 不定形 不 明 な し 埋土上層に礫が入る

2 AD-01 124× (64)× 36 楕円形 不 明 な し

3 AG-45 97× 69× 31 不定形 不 明 な し

5 AF-44 101× 78× 41 楕円形 不明 な し

6 AH―-46 116 ×100 × 楕円形 不 明 な し
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(5)遺構外出土遺物

遺構外出土遺物についても、遺構と同様に主に2時期が確認される。

第23図 1～ 6は土師器甕の口縁部から胴部が僅かに出土しているのみであり、古墳時代中～後期であ

る。第23図 10は屈折脚の高杯で5世紀代古墳時代中期に、また同Hの高杯も龍江細新遺跡のS B48等 で

出土するものと同じ脚形であり、古墳時代中期後半に比定される。

第23図 12～ 第24図 8は、いずれも平安時代 9世紀後半から終末にかけての遺物である。第24図 7・ 8

の灰釉陶器の皿は光が丘産と考えられ、S Bo9と ほぼ同時期である。

第24図 9。 10は 中世に比定され、特に10に ついては、内面に墨汁跡が確認され、朱墨パレットとして

使用されたと考えられる。
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ま と め

今次調査によつて検出された遺構・遺物については、すでに述べたとおりである。ここでは、調査に

ようて得られた成果・問題点について、大きく3つに分けて取 り上げてまとめとしたい。

1.水佐代
｀
1号古墳について

当初は、今次調査用地内に隣接する前方後円墳である水佐代 1号古墳の、周溝が確認されるのではな

いかと予想されていた。前方部南側は、現在宅地となっており、現況よりこの宅地建築の際、造成によ

り墳丘が切 り土されているものと考えられる。このため、墳丘は現在よりも南側に大きく広がっていた

と推測でき、周溝の位置が今次調査区までおよぶ可能性があると考えられていた。

しかしその存在は確認されず、該期の古墳に伴う遺物も出土しなかった。これらより周溝は、今次調

査区の北側く当初の予測より内側を巡つていることが半Jつ た。

`な
お、本墳の年代についてはかつての記録等により、横穴式石室を埋葬施設とする後期のものと考え

られてきた。しかし、墳丘上に見られる埴輪片から判断すると5世紀まで湖ると思われ、埋葬施設も竪

穴系のものである可能性が高い。

2.SM01に ついて (墳丘墓)  ・

墳丘墓の時期は 5世紀代に位置付けたわけであるが、約 l km東 に位置する寺所遺跡で出土している墳

丘墓とほぼ同時期であり、貼 り石を持つという点では、寺所遺跡の S M01・ 03に共通しており、'全体は

不明であるが、確認部分の周溝から規模としてはこちらの方が大きい。

今次調査で問題となる点は、水佐代 2号古墳の存在位置と、確認された墳丘墓の関係である。第 2図

で示した位置には、 2号墳墳丘である土盛 りがあつたと、以前より地元住民に言い伝えられてきている。

しかしながらこの位置は、今次調査で確認された周溝の外側にあたる。′もし、この位置に本当に古墳が

あったとすれば、今次調査区でその周溝が出土するはずであるが、痕跡は確認されなかった。

これらのことより、S M01と した墳丘墓の周溝は、水佐代 2号古墳の周溝であり、かつて存在 したと

される土盛 りと今回の周溝の確認から、古墳として捉えうる可能性の高いものといえる。

また築造時期から、隣接する長さ50数mの前方後円墳水佐代第 1号古墳を盟主とした墓域を形成して

おり、当地方 5世紀以降の隆盛した古墳時代の一端を担った地帯として位置づけられる。

3.平安時代集落について

今次調査により最も多く遺物が出土する時期が平安時代 9世紀後半であることは、調査結果より明確

である。今次調査以前に本遺跡内においては、市内遺跡詳細分布調査等において該期の遺物は採取され

るものの、遺構の確認はされていなかった。

飯田市内における該期集落は、低位段丘上の遺跡として北は座光寺地区の恒川遺跡から上郷地区の堂

垣外あるいは矢崎遺跡において奈良時代以降広がりを見せ、また南では松尾地区の清水遺跡・竜丘地区

の安宅遺跡 。龍江地区の細新遺跡などがある。

一-21-一



中位段丘上の遺跡としては、鼎地区日向田遺跡・八幡原遺跡・猿小場遺跡などにおいても集落址が確

認されている。

これらの遺跡の分布状況を見ると、天竜川に近い中低位段丘上に比較的大規模な集落が展開する様相

であり、前時代に整備された律令の東山道筋に形成されたと考えられる。本遺跡も、当然律令末期の伊

那郡を支えた重要な集落の 1つ として位置づけられるものといえる。

また、該期遺物のほとんどはS Bo9-軒よりの'出土であめ、投棄された感 じすら伺えるほどの出土の

しかたであり、その多さは市内で確認された該期住居址では他に例はない。カマ ドを有する点から住居    1
址と言えるわけではあるが、その平面形は不整形であり、一般の住居とは異なった性格を考えるべき遺

構ともいえる。今後、出土遺物に関する詳細な検討を行なうなど、本遺構の性格を明らかにすることに

より、本遺跡そのものの有する意味を把握することが可能となり、それによって当地方の平安時代のあ

りさまを知ることができる重要な資料であることはいうまでもない。

限られた範囲内での調査であり、古墳時代については墳丘墓の平面形 。埋葬形態等明らかにできなか

ったわけであるが、今後隣接する寺所遺跡の類例も含めて、当地方の墓制を整理する中で墳丘墓の意義

が明らかになると考えられ、今後の課題である。

また、平安時代連続 して集落が営まれていたかどうかについても不明である。しかしながら飯田市内

全域から見て、本遺跡において平安時代 9世紀後半の住居址が確認されたことは、該期の松尾地区さら

に当地方全体での様相を明らかにしていく上で、大きな成果であると言え、よう。
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